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君はVIP（ヨハネ13:20）
　私たちクリスチャン、信徒の方々を現場で未信者が見たときに「あのクリスチャンの○○さんには私にはないなにかがあるのではないか」となにかどこか言葉では言いませんが、いい意味で違うなと思われるのがまれなことではなく、ごく自然で当たり前なことであるし、そうでなければいけません。それが神様の御心であり、また神様が私たちをクリスチャンとして召されたときにはそうなるように、そうさせるために召されたのです。しかし、実際には信徒の方々が現場で、様々な現実の前で落胆してしまうことが多いし、ときにはやる気をなくして無気力な状態のクリスチャンが少なくありません。あるいは価値の無い無駄な戦い、消耗戦に陥るケースも少なくないのではないでしょうか。神様はその反対なこと、パワフルな、エキサイティングな勝利のことを備えていらっしゃるし、それでこそ周りの現場の未信者の方々を助け出すことができるのです。それなのに実際、現実はなぜそれと反対の姿なのでしょうか。そこでクリスチャン自分自身が答えをよくわかっていないのでジレンマに陥りアップアップして、ときにはあきらめてしまったり、いろいろな苦労をしているのではないでしょうか。しかし、それはいろいろな理由があるでしょうが、一番の理由はクリスチャン自分自身がどれほど尊い貴重な存在なのかがよくわかっていないからそうなってしまうのです。実際、私が現場でタラッパンのクリスチャンでも、そうでないクリスチャンの方々でも、適当なクリスチャンでも、まじめなクリスチャンでも会ってみるとほとんど力がありません。お話をしてみると結局、結論は同じです。クリスチャンというものがなにかよくわかっていません。自分が神様に召されて救われた信徒であると言うことがどれほど輝かしい価値ある尊いことなのかが実際にはよくわかっていません。そうすると、いつも空回りするだけであって実際的にスタートを切れません。そのまま時間が流れるとより混乱してしまいます。お話を聞くだけではよい話がたくさんあるような気がしますが、自分自身とはあまり関係のない話ばかりを聞くような気がして、どんどん自分のジレンマの方に陥っていくような悲しいことになってしまいます。
　皆さん、今も神様は皆さんのことを愛していらっしゃるし、実際に皆さんに現場で勝利するための力プラス、現場で苦しんで迷っている人々を助けることができる力を注いでいらっしゃいます。それなのに皆さんがそのような尊い存在だということにまだ気づいていません。それを信仰と言います。その信仰に立っていないがゆえに、今も神様は祝福を注いでいらっしゃるのに私とは関係ないことになってしまって、それが二重三重の悪い影響、イメージを与えてしまうようになるのではないでしょうか。皆さんは自分の価値をどこで考えるのでしょうか。何を基準にして自分の価値を見つけようとしていらっしゃるのでしょうか。自分の外見でしょうか。あるいは家系の背景でしょうか。自分の学歴でしょうか。財産の程度や才能、あるいは健康の状態などでしょうか。別にそれが悪い方がよいわけではありませんが、クリスチャンなのにそういったところから自分の価値を見出そうとするので、いつまでたっても空回りするしかありません。人間の価値はそのように物によって決まるものではないし、特にクリスチャンの私たちの価値は外見や人間的なものによって決まるわけではありません。パウロがこのように告白しました。「私は土の器のようなものなので、触ると壊れるような存在だ。しかし、私は勝利します。なにがあっても私は大丈夫だ。なぜかというと、私は内側に宝のキリストを持っているから」。パウロの自分の価値基準というものは内側にいらっしゃる、自分で信じて受け入れたイエス・キリストの基準です。イエス・キリストが宝の宝なので自分の宝であると、自分の評価をそこでするようにしています。だから、パウロは何があっても負けないしめげないし、多くの人を助ける伝道者としての道を歩むことができたのです。
　先週も申し上げましたように、クリスチャンは今までの人生がどうであれ、今現在の状況、状態がどうなのかと関係なく、尊いキリストの血潮を代価として払われて、それで払って買い取られたそれほど価値ある存在です。何をどうするのかと関係なくクリスチャンであるということ自体が価値です。皆さんの存在そのものが価値です。それなのに、価値基準が世の中の人と同じところをグルグル回っているので、無駄な消耗戦が多いのです。ときにはがっかりしなくてもよい、心配しなくてもよいことを心配します。欲望などがいらないときでも欲に走ったりします。自分の価値がそのようなところで決まると思っているので、よりそのようなものを豊かに手に入れようではないかと欲が発生するでしょう。それで自分の評価がより高く上がると勘違いしているのです。皆さんはそうしなくても、そうなってもならなくても関係なく、皆さんそのものが価値ある存在です。皆さんのためにひとり子イエス・キリスト、神の御子、神様ご自身が皆さんヲ買い取るために代価として尊い血潮を流されました。そのような存在です。まずそこをしっかり確認していないといけません。先週、そのような話をしたと思います。まずどこで自分の価値を見出して、自分の評価の基準は一体何なのか、そこを取り替えないといけません。今まで皆さんが自分自身を評価しているいろいろな内容があるでしょう。ときには無意識的にも「私はこのような環境、家庭に生まれた」ということが自分の評価の基準になる場合もあります。傷だらけで。もうそれは終わりました。それはすべて真っ赤な嘘です。どんな過去があろうが、どんなひどい傷があろうが関係ありません。皆さんはイエス・キリストが尊い血潮を流されて、それで買い取られた尊い神様の子どもです。そこで自分の評価を正しく考えるようにしていただきたいと思います。なにかに振り回されないでください。人と比較したり、劣等感を持ったり、優越感に走ったりということもすべて結局は自分の評価が間違っているからです。今日、死んでも構いません。あってもなくても皆さん、ありのままの尊い存在です。本当はありのままという言葉は私たちの専用語です。それなのに皆さんが使わないので余計なアニメーションなどで使っているのではないでしょうか。ありのままで、皆さんは価値ある存在です。キリストが皆さんとともにいらっしゃるのですから。それがそんなにたいしたものではないでしょうか。そこでいつも目を留めて、特にそれが動かないように釘を刺してください。皆さんのことを評価するときに動かないように。

ある人は自分が弱さを抱え、ときには過ちを犯したりするときもあります。それはよいとは言いませんが、それによって自分を評価しようとします。そうでしょう。それが間違いです。クリスチャンはそうするものではありません。クリスチャンはどうするかの前に、イエス・キリストによってもうすでにとっくに永遠に価値ある存在です。それをしっかり釘を刺し据え置いて大前提にしてから間違いを見ないといけません。今皆さんがしでかしている様々なことによって評価されるわけではありません。皆さんがひどいミスを犯したとしても、神様はすでに取り消しがつかない宣言をしていらっしゃいます。義と認めていらっしゃいます。だから、皆さんのミスによってその宣言が取り消されるわけではありません。皆さんの評価は変わりがありません。私の目には尊いもので、あなたがたはVIPで、あなたがたこそ最高の存在だと神様はもうすでに宣言されているのでキャンセルできません。LCCのようにキャンセルできません。キャンセルできない評価を据え置いて、皆さんの弱さや苦しさやミスなどを評価しないといけません。そうすると、内容が全く違います。変わってきます。多くのクリスチャンがそれができません。いまだ霧の中を歩いているような状態がずっと続きます。皆さんがそのように悩んで、自分がよい者なのか悪い者なのかいろいろ悩んでいるときでも、神様は笑っていらっしゃいます。キリストの血によって永遠にもう釘を刺しました。あなたは義だ。あなたはよしとされた。あなたは私の目に尊い者だと宣言されています。神様は一回宣言されるとキャンセルが効きません。ほとんどのクリスチャンが福音が何かを理解できていないので順番が全部逆です。内容は全部同じでも順番が逆になると間違いより怖いです。皆さんのことを正しく評価し自信を持っていただきたいと思います。
だから、まず第１に皆さんが何をどうするのかと関係なく、皆さんありのまま尊い存在です。そして、それは変わりありません。今日はそれにプラスもう一つです。皆さん、何もしなくても価値ある存在です。そのように評価しないといけません。障害を抱えているのと関係なく、皆さんは価値ある存在です。勉強がよくできるかどうかと関係なく、皆さんは価値ある存在です。それが大前提です。それだけでも十分、自分自身のことを正しく評価し勝利の道を歩むことができるのに、それにプラス今日の聖書はその話です。どれほど皆さんが価値あるVIPなのかを今日の聖書はこのように教えています。「わたしの遣わす者」それが皆さんのことです。それを受け入れる者は、わたし（イエス様のこと）を受け入れるのです。そして、イエス様を受け入れる者は、わたしを遣わした方、父なる神様を、三位一体の神様を受け入れることです。これが皆さんの価値です。これが皆さんのステータスです。本当にそのように思っていらっしゃるでしょうか。自分自身がどれほど貴重な存在なのか、ぜひ今日確認し心にある何か固まっているものを全部溶かして消えて、喜びだけがあふれるようになっていただきたいと思います。
ずっと前ですがフィリピンに行ったことがあります。真夏のときでした。ものすごく暑く４０℃近くて、湿度も７０％くらいあるのでクーラーなしでは生きていきません。そのようにフィリピンのような気候では暖房はそんなにいりません。クーラーはフィリピンにとってその必要を満たすものなので必要です。その代り、北極の町に行ったときにフィリピンで使っていたクーラーは必要でしょうか。あまり必要ありません。逆に邪魔かもしれません。そこではフィリピンでは見向きもしなかった暖房がものすごく必要なものになります。つまり、必要があってその必要をしっかり満たすことができるもの、それが価値あるものです。それで人生において、地球において何が一番価値ある尊いものなのかを決めるのは、この地球に、人生に、世の中に何が必要なのかを正しく理解するしかありません。そうではありませんか。皆さん、世の中に何が必要だと思いますか。今世の中はあらゆる努力をして工夫しながら、自分なりには変化をもたらして発展を遂げているつもりですが、いつの時代を見ていても必ず限界を見るようになります。これが世の中の特徴です。いつの時代も同じです。だから、皆これから100年後はそのような限界などはないだろうと推測し、そのような願望を持っているだけであってそれは嘘です。良いものがあろうが無かろうが必ず限界にぶつかるようになります。時間がどれほど流れても地球は苦しみが絶えません。形を変えるだけであってすっと苦しみです。個人的にも社会的にも様々な分野においても苦しみが絶えない状態ではないでしょうか。そして、世の中の人々はそのような事の中で自分なりにジレンマに陥っています。こうすれば、ああすればよくなるかのように思うのですが、また穴が開いたりして本当に一生懸命頑張ることがよいのかどうか、発展にそれほどこだわるべきなのかどうかと正直な人はこんがらがっています。政治家は政治のために嘘をついていろいろやりますが、素直で良心的に考える人は疑問符しか残りません。これが世の中です。
そして、先ほども申し上げましたように、このような限界と苦しみ、皆さん、ご存知のようにこの苦しみというものは数えきれません。精神的な苦しみから始まって、肉体的な病気、人間関係による苦しみ、国と国との戦争による被害、自然災害など様々な苦しみがあります。それが歴史がどう変わろうがなくせないままずっと続いていて、時代が変わり文化が変わり、発展の具合が変わってもこれがずっと繰り返されています。これが世の中であり歴史、地球です。その中で多くの人が勘違いをしています。皆さん、クリスチャンはこのことがわかっています。世の中のこのような現状を見てなぜ終わらないのか。なぜジレンマなのか、なぜこれがずっと繰り返して継続しているのか、いつまで経っても変わらないのか、形が変わるだけです。皆さん、そこをしっかり見つめるようにしないといけません。それに対してハーバード大学でも教えていない、聖書だけにその答えが教えられています。聖書は少しも迷わないで、それは創造主、いのちの主である神から離れてしまったからこうなってしまったと言っています。その部分がクリアできない限り、それはずっと繰り返されるだけです。いのちの主である神から離れたというのは、裏返しますと人間ではどうにもならない悪魔の支配下に入ったということです。だから、文明が発展しても根本的に人の苦しみや辛さというものはなくならないのです。形を変えて繰り返すだけです。皆さん、世の中の人のように勘違いしないでください。これが理由です。これを聖書は歴的な理由と言っています。

これはどういう意味なのかと言いますと、多くの人がもう少し改善し、よいことのために工夫して頑張って汗を掻き努力はしています。それは拍手を受けるような内容でしょうが、最初からそれらには希望がないということです。なにがこの地球の、世の中の限界の理由なのかをわかっていればそのようなことには希望がないということでしょう。だから、神様は最初から人類に、この地球に、ひとりひとりの人生に希望になるのはキリストしかないのでキリストを送ると契約を為さいました。最初から希望に必要なのは契約だけです。世の中にはもうないものがないほど発展しています。しかし、神の契約がありません。今短く申し上げましたが、皆さん自分の人生を振り返ってよく吟味してみてください。今自分自身と世の中に、本当に必要なものは何でしょうか。文明の発展でしょうか。医学の進歩でしょうか。教育の発展でしょうか。何が必要でしょう。人の愛情でしょうか。戦争を止める国連の会議が必要なのでしょうか。何が必要なのでしょうか。そこがよくわかっていないので、クリスチャンでありながらもこんがらがってしまいます。世の中に必要なのはキリストです。キリストなくしては何がどう変わろうが希望はありません。今までの歴史が証明していて、今現在も見ているのではないでしょうか。ひとりひとりの人間に、この地球に必要なのは、希望になるのはひとつしかありません。最初から神様が約束されました。キリストの他には必要ありません。絶対的な必要です。
そして、神様はこの世を愛し、またひとりひとりを愛しておられる方なので、このまま限界に捕らわれて滅びることを望まれず、この助かるための必要、キリストがひとりひとりに、また全世界にしっかりと伝えられるように神様は方法を練ったのです。このキリストが必要なのですが、この必要を満たすための神様の方法は何でしょうか。聖書にこう書いてあります。伝道の愚かな方法を用いて。神様の方法です。なぜその方法でなさるのでしょうかと私たちは聞く権利はありません。聖書にはこのようなことも書いてあります。天使をとおしてなさることも可能だ。しかし、神様はそのような方法を選ばないで伝道と言う、人から見たときには愚かな方法でこの世の中の人生の必要であるキリストを満たそうとしていらっしゃいます。伝道は何でしょうか。先にキリストを信じて救われた信徒、クリスチャン、それを別の言葉で教会と言います。私たちをとおして伝えられるということです。神様はその方法を選びました。それに文句は言えません。神様がそうすることにしたのです。だから、聖書には小さいものが大きいものを辱めるとか、弱いものによって大国になるというような表現をします。クリスチャンの私たちひとりひとりを見ると小さなもの、弱いものにしか思うことができないでしょうが、神様はその弱い愚かな私たち、先に救われたクリスチャンをとおしてこの世の中の唯一の必要、キリストを満たすことにされました。それを伝道と言います。皆さんの唇をとおして、皆さんの人生の歩みをとおして、世の中に必要なキリスト、世の中の唯一の希望であるキリストが伝えられることにしました。これは神様の方法です。
そして、そのことを可能にするために神様がなさった方法が何かと言うと、それを「そうしなさい」と命じることでそうなるわけではないので、神様自ら聖霊をとおしてその方法であるクリスチャン、信徒の中に入って一体化し住むことにしました。これが神様の方法です。それがクリスチャンです。その他には方法がありません。それで聖書には聖霊がクリスチャンの中に住んでいらっしゃるということで内住という言葉を使います。これが神様の方法です。内住です。皆さんを訓練させ、その訓練の結果を披露することではありません。皆さんの内側にイエス様ご自身が霊として入って来られることにしました。私たちが弱いもので愚かなもので、私たちが小さなものですから私たちではできないとご存知の上で、それなのになぜできない私たちを選んでなさるのでしょうか。あなたがたの中に私が入って私がやるからということです。これを伝道と言います。中に入ってともに住まわれることによって、それからこのことに気づいて「そうですか」と信仰を持つ者にともにおられる神様、聖霊様が満たされることにしました。その聖霊に満たすことにしました。内住し満たし伝道できるように、そのような方法を選ばれました。内側に来られたばかりではなく満たし、そして、満たされると自分のわがままが効きません。満たされると神様が望まれる方向に行くのでそれを導きと言います。導かれてきちんと伝道できるところに導かれることにしました。私たちの力は一切関係ありません。皆さんの才能、能力とも関係ありません。ただ信仰だけです。気づいていればよいです。つまり、神様の方法はキリストなるイエス様が私をとおして伝道なさる方法で、この世の必要を満たすことにしました。その話が今日の話です。だから、クリスチャンの皆さんが行くことはイエス様が行くことであり、皆さんを受け入れるとイエス様を受け入れることであり、それは全能なる神を受け入れることであり、もし皆さんを拒否すればイエス様を拒否することであり神様を拒否することなので希望はありません。召された途端にアブラハムに言いました。「あなたを祝福する者を私は祝福しよう。あなたを呪うものを私は呪おう」と。アブラハムが祝福、呪いの基準であるかのように。なぜでしょうか。アブラハムは来られるイエス、メシアの約束を握っていたのです。そのために召された者なので。ましてやアブラハムではなく、私たちは十字架にかけられ、よみがえられて、今、万軍の主であるそのイエス様が内側に来ていらっしゃるものなので、皆さんが行くことがイエス様が行くことであり、それが皆さんの価値です。つまり、クリスチャンの皆さん以外にはこの世を満たす存在がありません。政治家もいるし、お医者さんもいるし、学校の先生もいるし、会社の社長もいるし、消防士も警察もたくさんいて、社会の維持のために必要でしょうが、本当にこの世の必要を満たすのは皆さんクリスチャンしかいません。だから、皆さんは価値ある存在です。今日の聖書の箇所はそれを現しているものです。私が遣わした者を受け入れる者は私を受け入れるものです。
例えば、大統領が大統領の権限を譲って「この文書を持っていきなさい」と大統領の代理に命じました。でも、この人は大統領でなくても大統領扱いをしないといけないでしょう。本人が直接行かなくてもその権限が発生するのに、私たちはイエス様が私の代わりに「福音の文書をあなたにあげるからこれを持って出て行きなさい」と言われたわけではありません。イエス様ご自身が私の中に入って一緒になって行かれるのです。大統領に変わりくらいではありません。だから、今こう言われるのです。気持ちとしてあなたがたを受け入れるのは私を受け入れることなのだとおっしゃっているわけではありません。本当なのです。それが皆さんです。それがクリスチャンです。それがクリスチャンの価値です。それが絶対に世の中にいなくてはいけない必要な存在です。ただそれがいつだったか実際にわかっていないから、現場で何のために生きているのか余計な喧嘩などをしていたり悩んでいたりするでしょう。自分がだれなのか、自分の存在が分かっていないから。皆さんの意志、能力と関係なく、神の恵みによってイエスを受け入れた瞬間、そうなりました。神様のこの世の必要を満たすということで、その方法を理解できたときに皆さん自分自身がまさに神様の方法そのものです。だから、宝を所有している人、唯一この世の必要、答えを持っている存在です。それが今日の聖書の箇所に現れています。
皆さん、もう一度自分自身がクリスチャンであると、クリスチャンと言うのはイエス様のことを信じて受け入れた者です。そうならば。皆さん自分自身そのまま、ありのまま尊い、義と認められた存在です。ぜひ暗いところから抜け出していただきたいと思います。それにプラスなぜ皆さんが自分自身を正しく評価しないといけないかと言いますと、皆さん以外にはこの世の必要を満たすことができる存在がありません。存在しません。フィリピンのものすごく暑いところなのに暖房だらけでクーラーが一個しかない。それが皆さんです。わかりますか。普通に見ると暖房とクーラーは同じ値段かもしれません。でも必要に応じて、そこは暖房はいりません。クーラーが必要なのです。クーラーが価値あります。皆さんが世の必要を満たす唯一の存在です。世の中の必要はキリストです。ぜひ覚えていてください。

皆さん、確信を持ってください。ここが本当であれば確信を持っていてください。今まで申し上げましたように、皆さんの存在ありのまま、祝福の存在です。価値ある者で、だからVIPです。VIPくらい意味はわかりますよね。ここでそれをいちいち説明すると教会のレベルがすぐにばれてしまいます。皆さんはありのままVIPです。つまり、存在そのものがVIPです。だから、皆さんがいるところで、皆さんがいるだけで必ずその現場の暗闇の力が砕かれ縛り上げられるようになっていると確信を持ってください。皆さんの存在がそのような存在です。信じますか。これがすべてです。信じるだけです。現場でクリスチャンがそれを信じないので暗闇の力に負けてしまうのです。なんと悔しいでしょうか。いろいろなことを言い訳しながら、つぶやきながら。これからはそのようなことはいりません。自分の存在そのものが、イエス様がそこにいるのと同じだから、皆さんがいるだけでイエス様がいらっしゃったときになされたことがそのままなされると信じてください。確信を持ってください。なぜでしょうか。世に必要を満たすためです。
それから、皆さんがいるだけでそこに天使が動員されることが決まっていると確信を持ってください。なんのためでしょうか。この世の必要を満たすためです。その結果、皆さんがその現場にいるだけで神様が望まれるいのちの運動が行われるしかないという確信を持ってください。それがクリスチャンの確信です。それに伴い迫害もあり、あらゆる祝福の証拠もあります。これも先に知っておかなければなりません。なぜ迫害がないのか。なぜ他の人が見たときにびっくりするような、証拠になるような祝福の答えがないのか。皆さんがそれらを信じていないからです。信じることも力を入れて信じるのではなく、ごく自然に当たり前に24時間信じるように。なぜでしょうか。皆さんがそこにいるのは、今日の聖書で言いますとイエス様がそこにいることなのです。イエス様がいるとなにが起こるのでしょうか。悪霊が追い出されて、暗闇の力が砕かれて、そこに備えられた魂が救われると言うことが当たり前に起こるでしょう。だから、それが皆さんにとって当たり前で「私はそのような存在だ。私の存在自体が暗闇には脅威なのだ」ということを信じてください。それで、最終的にいのちの運動が行われることが決まっているのです。ただし、それがきちんと行われた場合にそれと一緒に迫害も起こります。それを先にしっかり備えていないといけません。迫害が起こると言うのはこのとおりにすすんで行ったという証拠なのでなにも恐れる必要はありません。それと同時に東西南北、健康を初め、経済、すべての面において、神様が固い祝福を備えて与えられます。約束します。なぜでしょうか。必要を満たすためです。神様の願いはそれしかありません。
最後に申し上げます。皆さん、これからこのメッセージを握って自分の価値をもう一度確認し、VIPであることに釘を刺してください。VIPの本来の意味はイエス様の代わりと言う意味です。イエス様がそこにいるのと同じことを常に考えないといけません。ですから、イエス様がなさること、イエス様で行われることが起こるということを考えることがVIPの正しい考え方です。それで皆さんの現場において牧師に言われたからというレベルではなく、本当に皆さんの身の回りの人々を伝道の対象者として見て名簿を作ってください。それが皆さんの特権です。そのために皆さんの存在があるのです。できる、できないというのは私たちの言葉ではありません。そのために存在しているのですから。もしそこにイエス様がいらっしゃるのであれば伝道の対象者名簿を作ったでしょう。だから、皆さんも同じくイエス様のようにやればよいのです。それをぜひやってみてください。それが皆さんの価値を味わうということです。皆さんの価値を認めると言うことでしょう。

それから、今日メッセージを聞きました神様の方法が自分自身だと深く黙想する時間を持つようにしてください。神は皆さんの中に入って来られて、皆さんが行くことがイエス様が行くことと同じことです。皆さんが伝える福音を聞いて受け入れないと、イエス様を拒否することです。皆さんが福音を伝えるときには本当は皆さんの内側にいらっしゃるイエス様が語ることです。それが神様の方法です。それをよく吟味し黙想するようにしてください。
そして、最後にその現場において確信を持つ契約の祈りを始めてください。このような内容を祈りに変えるようにしてください。つまり、この現場でイエス様によってなされるような暗闇の力が砕かれて、天使が動員され、いのちの運動が行われること、それが契約です。それが私の存在の意義です。そして、私の存在がそのためにそこにいるのです。存在するだけでそうなるようになっているので、それを祈りに変えればよいのです。これを具体的に今日から現場において初めていただきたいと思います。ものすごくもったいないと言うか、もどかしいと言うか、今日本の場合、現場にクリスチャンがそんなにいません。だから、何人かクリスチャンがいるということはまれなことで、ものすごくうれしいです。ただ現場にいるクリスチャンがほとんど知りません。パワーがありません。自分の存在が何なのかをわかっていません。たくさんいる中で何人かがそうであればそれでよいのでしょうが、一万人ぐらいの中にクリスチャンが一人しかいません。その一人しか光がないのにそれがもう消えかけているのです。あるいは電球かわかりませんがふたをしています。未信者とほぼ同じです。未信者よりもパワーがありません。理由は人が悪いからではありません。自分の存在がなにかが分かっていません。イエス・キリストを中心にして、世の必要を考えて、フィリピンと北極の話もしました。皆さんがこの世の必要がまた別にあるかのように思うとクリスチャンとしての成功は期待できません。この世の必要は戦争を見ながらも、麻薬の現状、自殺、犯罪、家庭内暴力、学校のいじめ、引きこもり、いろいろなことがあります。それを見ながらこの世の中にキリストがないからキリストが必要なのだと見るようにしないといけません。そう見えてこないと自分の価値が発見できません。なんのために皆さんは存在するのでしょうか。そこにキリストを、光を照らす存在が皆さんしかいないから、皆さんが存在します。だから、皆さんは価値ある存在です。別のことで価値を決めようとしないでください。デブでもハンサムでも関係ありません。価値はそのようなところにあるものではありません。世の必要を満たせるかどうかに価値は決まります。政治家は満たせません。芸能界も満たせません。学校も満たせません。教会しかありません。クリスチャンしかありません。外見を見ると弱々しく、何もできないように見えるかもしれません。初代教会もそうでした。だから、弱いもの、小さいものをとおしてとおっしゃっています。それが神様の方法ですから。今日から自分自身を見直して、そのような意味での評価を正しく整理し、自分自身に対して喜ぶようにしていただきたいと願います。皆さんをとおして皆さんの現場が必ず変えられて、明るくなるようになることを信じて感謝を捧げます。
（祈り）

愛する天の父なる神様。今日のこの礼拝を子心から感謝いたします。兄弟姉妹が本当に自分の価値を正しく発見できるように。今までどこで自分を評価していたのかを改めて、イエス・キリストまた福音宣教の中で自分の評価を見出すことができるようにひとりひとりをかえりみてください。それで残りの生涯、現場において自分の存在そのものがそこの祝福だという確信を持って祈れるように、そして、その答えを味わうことができるクリスチャンになるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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